
惨事ストレスによるＰＴＳＤ予防チェックリスト

このチェックリストは

消防職員が悲惨な災害現場活動等に従事したことに伴う

心理的影響を考える目安となるものです

災害現場活動終了後、１週間以内に実施するものとします

あなたが災害現場活動で自覚した症状に該当するものをチェックしてみてください

□ 1 ．胃がつかえたような感じがした

□ 2 ．吐き気をもよおした

□ 3 ．強い動悸がした
ど う き

□ 4 ．身震いや痙攣を起こした
けいれん

□ 5 ．活動中、一時的に頭痛がした

□ 6 ．隊長や同僚の指示が聞こえづらくなったり、音がよく聞こえなくなった

□ 7 ．寒い日なのにおびただしい汗をかいた

□ 8 ．自分や同僚の身にとても危険を感じ、その恐怖に耐えられるか心配になった

□ 9 ．活動中、見た情景が現実のものと思えなかった

□ 10．とてもイライラしたり、ちょっとしたことでも気にさわった

□ 11．わけもなく怒りがこみあげてきた

□ 12．現場が混乱し、圧倒されるような威圧感を受けた

□ 13．活動する上で、重要なものとそれほどでないものとの判断が難しくなった

□ 14．資機材をどこに置いたか全く忘れてしまい、思い出せなかった

□ 15．活動中に受けた衝撃が、数時間しても目の前から消えなかった

□ 16．活動が実を結ばない結果に終わり、絶望や落胆を味わった

□ 17．とても混乱したり、興奮していて合理的な判断ができなかった

□ 18．一時的に時間の感覚が麻痺した
ま ひ

□ 19．目の前の問題にしか、考えを集中することができなかった

◇アドバイス◇

自覚した症状が３つ以下であった場合／心理的影響は少ないと思われます。

自覚した症状が４つ以上であった場合／その後の経過に配慮することが望まれます。

自覚した症状が８つ以上であった場合／心理的影響が強く、何らかの対応が必要です。

（作成：消防職員の現場活動に係るストレス対策研究会）
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消防職員の現場活動に係るストレス対策フォローアップ研究会報告書 

(平成18年3月)より抜粋 
 

惨事ストレス対策に対する本部の意見をみると、「惨事ストレス対策として、教育などの事

前予防対策が必要である」（70.2%）と対策の必要性を認める意見が７割を越えて多く、「消

防活動に従事する以上、悲惨な現場に遭遇する可能性があるのは当然である」（65.9%）と認

識する一方で、「悲惨な現場活動の後のグループミーティング（一次ミーティング・二次ミー

ティング）に関心がある」（62.6%）も６割を越えて多かった。「惨事ストレスは隊員個人個

人で処理すべき問題である」（1.7%）は２%に満たず、極めて少なかった。「消防職員だけで

なく、消防団員に対する対策も講じる必要がある」（35.8%）も３割の本部が肯定していた。

（図５参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１４

図５ 惨事ストレスに対する本部の考え （N=768） 



項目１　惨事ストレス対策実施状況

【都道府県編】アンケート調査　骨子（案）

※特に東日本大震災被災地での活動における惨事ストレスに関する調査項目を中心に整理

・　惨事ストレス対策の内容

・　消防本部からの惨事ストレス対策に関する意見、要望

・　消防本部における惨事ストレス対策導入、運営上の問題点

・　東日本大震災被災地への派遣を踏まえた惨事ストレスケア実施状況

項目２　今後の取組

・　都道府県が実施する消防本部を対象とした惨事ストレス対策の必要性

・　惨事ストレス対策のサポート対象者

資料１５



【消防本部編】アンケート調査　骨子（案）

・　消防職員数

・　地域特性

・　東日本大震災に係る緊急消防援助隊の派遣

項目１　消防本部の状況

項目５　今後の取組

・　惨事ストレス対策の内容

・　メンタルヘルス対策実施状況

・　健康管理スタッフ配置状況

・　職員の惨事ストレス解消法

項目４　惨事ストレス対策実施状況

・　東日本大震災被災地への派遣を踏まえた惨事ストレスケア実施状況

項目３　惨事ストレスに関する意見

・　惨事ストレス対策に対する意

・　職員からの惨事ストレスに関する意見、要望

・　惨事ストレス対策のサポート対象者

項目２　メンタルヘルスに関する施策の状況

・　惨事ストレスを受けた職員の把握

※特に東日本大震災被災地での活動における惨事ストレスに関する調査項目を中心に整理

・　惨事ストレスケア実施状況

・　惨事ストレス症状の段階に応じた処置

・　惨事ストレス対策の必要性

・　惨事ストレス対策の導入や運用上の問題点

・　惨事ストレス教育実施状況

・　惨事ストレス対策教育対象者

・　惨事ストレス対策教育内容



・　災害現場の状況

項目４　活動中における体験②

・　惨事ストレスに関する意見

・　惨事ストレス対策に関する意見

・　惨事ストレス対策の必要性

【消防職員編】アンケート調査　骨子(案)

・　効果的だと思われるストレス対策

・　ストレス症状

・　精神状態等

項目８　現在におけるストレス症状

項目７　ストレス症状の家族への影響

項目６　ストレス解消方法

・　被害者の特性

・　活動の概要

・　活動中の感情、精神状態

・　活動後の感情、精神状態

項目５　活動後におけるストレス症状

・　身体症状

・　活動中の出来事

※特に東日本大震災被災地での活動における惨事ストレスに関する調査項目を中心に整理

項目９　消防職員の惨事ストレス対策

項目３　活動中における体験①

・　家族構成

項目２　緊急消防援助隊としての活動状況

・　派遣隊

・　派遣期間

・　派遣歴

・　活動状況

項目１　プロフィール

・　年齢

・　階級

・　消防職員数

・　地域特性



・　団員からの惨事ストレスに関する意見、要望

【市町村編】アンケート調査　骨子（案）

※特に東日本大震災被災地での活動における惨事ストレスに関する調査項目を中心に整理

項目１　市町村の状況

・　消防団員数

・　地域特性

項目２　メンタルヘルスに関する施策の状況

・　メンタルヘルス対策実施状況

・　健康管理スタッフ配置状況

項目３　惨事ストレスに関する意見

・　団員の惨事ストレス解消法

・　惨事ストレス対策の必要性

・　惨事ストレス対策の導入や運用上の問題点

項目４　惨事ストレス対策実施状況

・　惨事ストレス教育実施状況

・　惨事ストレス対策教育対象者

・　惨事ストレス対策のサポート対象者

・　惨事ストレス対策の内容

・　惨事ストレス対策に対する意見

・　惨事ストレス対策教育内容

・　惨事ストレスを受けた職員の把握

・　惨事ストレス症状の段階に応じた処置

・　惨事ストレスケア実施状況

項目５　今後の取組



・　惨事ストレス対策に関する意見

・　惨事ストレス対策の必要性

・　ストレス症状

・　精神状態等

項目８　消防団員のストレス対策

・　効果的だと思われるストレス対策

・　惨事ストレスに関する意見

項目６　ストレス症状の家族への影響

項目７　現在におけるストレス症状

・　活動の概要

・　被害者の特性

・　災害現場の状況

・　活動中の出来事

項目３　活動中における体験②

・　身体症状

・　活動中の感情、精神状態

・　活動後の感情、精神状態

項目４　活動後におけるストレス症状

項目５　ストレス解消方法

・　団員歴

項目２　活動中における体験①

【消防団員編】アンケート調査　骨子(案)

項目１　プロフィール

・　年齢

・　階級

・　地域特性

・　家族構成

※特に東日本大震災被災地での活動における惨事ストレスに関する調査項目を中心に整理
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